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　前報で求めた現代人の各種衣服着用率と気象データとの関係を調べるために，14の気象要素（気

温：6，相対湿度：3，風速：3，日照時間：2）と季節要因（ダミー変数：向暖期＝0，向寒期＝1）

を用いて重回帰分析を行った．その結果，衣服によってばらつきはみられるものの，気温要因が

着用率に最も影響を与えることが明らかとなった．また，その中でも冬の衣服は日最低気温と調

査日朝気温の低い方の気温に，夏の衣服は日最高気温と調査時刻気温の高い方の気温に影響を受

けやすい傾向が見られた．その他の要因については，女性に向転宿・向寒期の季節要因が多くみ

られ，おしゃれによるファッション感から季節を先取りする着装傾向が見られた．また，一年を

向暖期・向寒期別に分析することにより，着用同歯定式の精度は高くなった．向歯期にみられた

湿度の影響は向寒期にはほとんどみられなくなり，風速と日照時間の影響がみられた．衣服着用

率の予測については，気象要因だけで予測可能な衣服とその他の要因を考慮する必要がある衣服

が考えられ，予測不能な衣服についてはさらに検討が必要である．

キーワード：着用率，気象要因，重回帰分析，重決定係数，推定式

　Continuing　from　the　previous　paper，　the　relationships　between　the　wearing　percentage　of　each　garment

and　the　weather　data　of　the　day　were　examined　by　a　multiple　regression　estimation　analysis．　The　analyzed

weather　data　consisted　of　6　temperatures　（t．），　t．　of　investigation　time，　mean　t．　of　the　day，　moming　t．　of　the

day，　ma　dimum　t．　of血e　day，　mi血㎜t．　of血e　day　and　mean　t．　of　the　common　year，3　relative　humidities

（r．　h．），　r．　h．　of　the　investigation　time，　mean　r．　h．　of　the　day　and　morning　r．　h．　of　the　day，　3　air　movements

（v．），　v．　of　investigation　time，　mean　v．　of　the　day　and　morning　v，　of　the　day　and　2　solar　times　（s．　t．），　s．　t，

of　the　investigation　day　and　s，　t　of血e　common　year．　The　results　show。d血a仙e趾st　factor　contributing

to　the　wearing　percentage　of　most　garments　was　that　of　temperature，　especially　the　minimum　temperature

of　the　day　for　winter　garments　such　as　coats，　mufllers　and　boots，　and　the　maximum　temperature　of　the

day　for　summer　garments　such　as　short－sleeve　shirts，　sleeveless　shirts　and　sandals，　both　for　males　and

females．　The　second　factor　was　relative　humidity　or曲ovem。nt　in　winter　and　solar　time　in　summer　for

males．　For　females　it　was　the　period　of　warming　or　cooling．　However　this　seemed　to　be　more　influence

of　fashion　thari　anything　else．　The　prediction　efficiencies　of　the　multiple　regression　equation　obtained　were

confirmed　with　data　which　were　reexamined　one　year　after　the　research　was　conducted．

Key　words：　Wearing　percentage　of　gamients，　Weather　dat4　Multiple　regression　analysis，　Coefficient　of

　　　　　multiple　determination，　Equation　to　predict
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1．緒　　言

　多様化する現代社会の衣服着用の実態とそれに

影響を及ぼす気象条件との関係を把握するため

に，前報においてはカメラによる定点観測法を試

み，東京都内ターミナル駅周辺の歩行者の各種衣

服着用率並びにその季節変化と日平均気温との関

係について報告した．その結果，男女共に季節に

よって特徴的な衣服の着用傾向がみられ，代表的

な衣服の着用率は日平均気温と強い相関関係があ

ることが明らかとなった（田村と丸田，2004）．本

報では，同様のデータを用いて気温も含めたさま

ざまな気象データとの関係を詳細に分析し，各種

気象データから各気象条件下の衣服着用率を予測

する可能性を探ろうとするものである．

2．方　　法

　衣服着用率については第一報の結果を用いた．

すなわち，東京都内新宿駅周辺の交差点横断歩道

を渡る通行人を一年間約10日間隔にデジタルカ

メラで撮影し，観察日毎に男女各対象者全数を分

母とする着用率を求めたものである．一方，測定

日当日の都内における気象データ，すなわち気温

（調査時刻，日平均，日最高，日最低，調査日朝，

平年），相対湿度（調査時刻，日平均，調査日朝），

風速（調査時刻，日平均，調査日朝），日照時間

（調査日，平年），降水量（調査日，平年），天気概

況（当日昼，前日昼，前日夜）を入手，このうち

降水量と天気概況は測定日に際して雨の日以外を

選択したため除外し，それ以外の気象データ

（Table　l）に季節をあらわすダミー変数（向暖期：

0，向寒期：1）を加えた計15項目を説明変数とす

る重回帰分析を行った．また，2003年の同場所に

おける人々の着用率を同様の方法で2日間（9月3

日，10月2日）調査し，先に得られた推定式を用

いて，各種衣服の予測の再現性について検討を加

えた．

3．結　　果

　Table　2，3に，重回帰分析の結果を示す．各種衣

服着用率に影響を及ぼす気象要素を影響の大きい

順に第3項目まで抽出しその累積重決定係数を示

した．この結果より，長袖ジャケットと長袖シャ

ツ以外の衣服については男女とも気温の影響が第

一因子として抽出された．さらに詳細にみると，

気温の中でもコート，マフラー，ブーツなどの冬

の衣服については，朝の気温又は日最低気温の低

い方の気温が，半袖シャツ，ノースリーブシャツ，

帽子，日傘などの夏の衣服は，調査時刻気温また

は日最高気温の高い方の気温が影響しており，こ

の傾向は特に男性において顕著に現れた．第二因

子についてみると，男性の場合，冬の衣服には相

対湿度や風速が，夏の衣服には日照時間の影響が

みられたが，女性では男性に比べて気象条件の影

響はみられず，向暖期・向寒期の季節要因の影響

の方が強くみられた．また，帽子（hat），日傘に

日照時間の影響がみられたのは予測通りである．

全体として第一因子の寄与が大きく，第二・第三

因子については男女共に重決定係数の大幅な増加

は認められなかった．重決定係数については，半

袖シャツ（男性：R2＝0．85，女性：R2＝0．87）のよ

うに男女共に高い値を示したものもあるが，ジャ

ンパー（男性：R2＝0．75，女性：R2＝0．41），ブーツ

（男性：R2＝0．22，女性：R2＝0．68）などは男女で重

Table　1　Weather　factors　used　for　multiple　regression　analysis

air　temperature　（OC） humidity　（O／oRH） air　movement　（m／s） solar　times　（h／day）

investigation　time“）

mean　of　the　day

morning　ofthe　day““）

maximum　ofthe　day

minimum　ofthe　day

　　　　　＊＊＊）
common　year

Ti　investigation　time＊）　Hi

T2　mean　of　the　day　H2
T3　morning　ofthe　day＊＊）　H3

T
4Ts

T
6

investigation　time“）　Ai　investigation　day　S　i

mean　of　the　day　A2　common　year＊＊＊）　S2
morning　of　the　day＊＊）　A3

“）：　the　mean　from　13：00　to　15：00

“＊ j：　the　mean　from　7：00　to　9：00

＊＊＊ j：the　mean丘om　l　971　to　2000
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Table　2　The　equation　to　predict　the　vvearing　percentage　of　garments　with　the　high　coefficient　ofmultiple　determination　（male）

1 2 3　　　　factor
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決定係数の差が大きく，衣服によって推定精度に

差がみられた．

　次に，向暖期，向寒期の因子を取り除くために，

向暖期，向寒期別に重回帰分析を同様の方法で

行った（Fig．1，2）．第三因子までの累積重決定係

数は，年間通しての分析に比べて，男女ともロン

グパンツ，ニット帽子，半袖シャツ，ノースリー

ブシャツ，弓丈パンツ，サンダル，女性ではジャ

ンパー，長袖シャツ，半袖シャツ，ノースリーブ

シャツ，膝丈パンツ，帽子，日傘，サンダルにつ

いて，向暖期，向寒期とも高くなり，全体的にみ

て，推定の精度が上昇した．着用率への寄与は，

向暖期・向寒期とも気温要因が：最大であり，特に

向暖期の夏の衣服では日最高気温の影響が大であ

る．第二・三因子については男女とも向暖期には

相対湿度の影響が見られるが，向寒期には相対湿

度の影響は僅少となり，風速と日照時間の影響が

認められた．

　Fig．3に最も重決定係数の高かった半袖シャツ

（向暖期）の着用率推定式による着用率計算値と実

際の調査着用率の相関図を示す．半袖シャツにつ

いてはバラツキも少なく，極めて高い相関が得ら

れた．

　上記の推定式の再現性を確認する目的で，2003

年9月3目と10，月2日に同場所・同時間に同様

の写真計測を行い，各調査日の着用率を求めた．

Fig．　4はその調査結果より求めた着用率と推定式

によって求めた計算による着用率との関係を前年

一年間のデータとともに示した．9月3日と10月

2日は向寒期のため，半袖シャツとロングパンツ

には向寒期の推定式を，長袖ジャケットには推定

精度の点から年間の推定式を用いた．これより，

半袖シャツは推定式の精度もよく，今年度のデー

タもその回帰線に近いところに位置したが，女性

のロングパンツにおいては，今年度のデータは昨

年のデータと比べて大きく外れたところに位置し

た．また，長袖ジャケットは昨年度のデータ集団

の中には位置しているが，データのばらつきも大

きく，このデータだけでの予測に問題を残す結果

となった．

4．考 察

前報において著者らは主要衣服の着用率と調査

日の日平均気温との間にかなり高い相関関係があ
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　　　　　　　　Jumperw　’　1　Jumper
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　　R．　shirt（LS）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　shirt（LS）

　　O　TH”T’”’EIEil　，　，　1　O
　　　　　　sh，rt（SS）W　l　shsrt（SS）
　　　　　　shirt（NS）kur一一一一一一一L．一一一一一一一一一一一一一一一一一一dva＄　1　shirt（NS）

　　　　　pants（ha；Dmp　1　pants（half）
　　　　　　　　　　hatBkee一一一一一一一一122222222ZY　，　1　hat

　　　　　　　parasolW　，　1　parasol

　　　　　　　　sandal一　sandal
　　　　　　　　　　　　　O　O，2　O．4　O．6　O．8　1　O　O．2　OA　O．6　O，8　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Coeffcient　of　multiple　Coefficient　of　multiple

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　determination　determination
　　　　　　　□・・m…a…e　…：i…：i：li…：…：…：・h・m・dlty匡≡ヨ・a・・m…men・IilllZiZl幽gl・b・1・・1・・tlm・

Fig．2．　The　equation　to　predict　the　wearing　pcrcentage　of　garments　with　the　high　coefficient　of　multiple　determ血ation（female）
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ることを報告した（田村他，2003）．本塁における

重回帰分析の結果においても，各種気象データの

中で気温の影響が大きいことが改めて確認され

た．衣服別ではなく我々の着装全体を着衣量とし

てとらえた場合に着衣量に影響を与える気象要素

としては，日平均気温と全天日射量（仲松他，2002）

や，日平均気温と年齢，気温と年齢の交互作用（大

井他，2001）などが報告されている．本調査にお

いては分析に6個の気温を用いたことにより，冬

の衣服と夏の衣服で影響をうける気温が相違する

ことを明らかにした．生活情報として必要とされ

る気象情報が季節によって異なることを示唆し，

興味深い．

　次に女性において第二因子として，向暖期・向

寒期の季節要因が抽出されたが，男性ではその傾

向が認められない．季節要因は着衣においての季

節の先取り感を表わすもので，男性に比べ女性の

ほうがおしゃれに対する感性が高く，ファッショ

ンをより強く楽しむ傾向にあることを示唆するも

のである．全体的にみて予想に反して湿度の影響

が少なかったが，着衣の快適性における湿度の関

与は，服種より布地の通気・透湿・吸水性や蒸発

熱抵抗の影響が強いためと考えられる（田村，

1997）．本調査では素材まで観測することは不可能

であり，夏の衣服については被服素材に関するア

プローチが，別途必要だと考えられる．

　気象データによる衣服着用率の予測について

は，まず衣服によってまた男女によって推定式の

重決定係数に差が見られた．これは，各種衣服着

用率の母数の差も影響していると考えられ，男女

とも着用率の高い半袖シャツなどは，かなりよい

精度で予測でき，一年後の調査データとの比較に

おいても，半袖シャツは気象要素からの着用率の

推定がしゃすい衣服といえる．これに対して，女

性のロングパンツは，精度が低く一年間を経過し

た後の着用率は著しく前年の回帰直線から離脱す

る結果となった．この理由としては，季節に伴う

着衣量の変化は主として上衣に依存している（大

野他，1986b）（稲垣他，1989a）ことや，これまで

の着衣調査（安田他，1969）（大野他，1986a）（稲

垣他，1989b）における女性の下衣はスカート着用

が多かった，さらに，近年女性のパンツ着用が増

加傾向にあることなど，女性のパンツ着用は時代

によってまた流行によって大きく影響を受ける衣

服であることがあげられる．長袖ジャケットにつ

いては，同形であっても素材の種類，裏地の有無

など被服構造上の変化が大きく，ジャケットをひ

とまとめにして気象要素から推定することは不可

能な衣服であると考えられる．この種の衣服につ

いて推定精度を上げるためには別途調査を行い，

季節と素材・構造等との関係を把握しておく必要

があり，さらにclO値からの予測を検討する必要

があると考えられる．

　近年は，単に気象情報だけでなく，生活と気象

情報を結びつけた生活指数といわれるものが数多

く情報化されている．本研究は消費者への適切な

着装アドバイスや企業のウェザーマーチャンダイ

ジングへの応用の可能性を示すと共に，今後さら

に追加すべき調査の概要を示すものと考えられ

る．
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